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資料１６



１．RESASの進化①：メニューの増加

○ 2017年2月に追加したメニューの例
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「新卒者就職・進学」
・大学進学時や就職時における

都道府県間の人口流出入状況を分析

「通勤通学人口」
・通勤通学による自治体間移動の状
況、昼間人口、夜間人口等を分析

出典：総務省「国勢調査」

都道府県間の流出入状況（同地域間を含む）
香川県 2014年
大学進学（総数）

大学等への進学時、四国内等からは流入があるが、
近畿・中国・東京への流出が大きい。

データ出所：厚生労働省「雇用動向調査」、文部科学省「学校基本調査」

通勤通学による流出入状況
2015年

千葉県流山市
昼間人口：130,524人
夜間人口：174,373人

流入者数を見る流出者数を見る

流山市に居住する人の約10%が東
京都心に通勤・通学している。

流山市の夜間人口約16万4千人の
1/3以上にあたる約6万４千人が市
外に通勤通学している。
一方で他自治体から約２万人が市
内に通勤通学している。

昼間人口は夜間人口
と比較して約4万４千
人のマイナスとなっている。



１．RESASの進化①：メニューの増加（続き）
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From-to分析（宿泊者）

「観光」：From-to分析（宿泊者）
・宿泊者の属性を、店頭・ネット販売による

1億泊以上のデータから分析

データ出所：観光予報プラットフォーム推進協議会「観光予報プラットフォーム」

花巻市の宿泊者は、近隣
の宮城・岩手等だけではな
く、首都圏からも多い。

2016年
岩手県花巻市

「医療」「介護」
・地域ごとの医療と介護における

需要（患者数など）と、供給（医師数や
病床数など）のバラつきを分析

高知県
約2493床

高知市

全国平均

高知県
平均

特に療養病床の
割合が大きい。

中山間地が多く、高齢
化の進んでいる高知県
では、人口10万人当た
りの病床数が多い。

人口10万人当たり病床数（2014年）

病床数の構成（2014年）

一般病床
感染症病床
療養病床

精神病床
結核病床

データ出所：厚生労働省「医療施設静態調査」、「医師・歯科医師・薬剤師調査」、「衛生行政報告
例」、「患者調査」、総務省「人口推計」、「住民基本台帳に基づく人口」



２．RESASの進化②：使い勝手の向上

○利用者のニーズを踏まえたシステム改修により、RESASの利便性は向上。
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薄いメッシュ表示

（地図で場所を確認しやすい）

従来は「Google Chrome」でしかRESASを
見ることができなかったが、

「Internet Explorer（IE)」でも利用可能に
⇒ IEが多い自治体で利用しやすくなった

地図上のメッシュ・データの濃さを
切り替え可能に

⇒ 薄いメッシュで地図を見やすくなった

濃いメッシュ表示
（色の違いがはっきり） 切り替え可能に

※従来は濃い表示のみ

※自治体で利用が多いIEでもRESASが
見られるよう、システム改修を実施



２．RESASの進化②：使い勝手の向上（続き）
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RESASトップから、関連イベントや分析
・取組事例を紹介するページを設置
⇒ 利用者が事例を学びやすくなった

各利用者が、良く見るグラフ等を保存し、後
から再表示可能に

⇒ グラフの共有や資料作成が容易になった

保存していた分析
画面を再表示

分析結果を保存

右上のボタンから、
ダッシュボード画面に

・RESASの活用に関連した全国のイベント情報、
分析・取組事例等を一覧表示
・都道府県・分類で絞り込みも可能
・内容は随時追加予定

【URL】
https://resas.go.jp/

RESASトップ下部に紹介ページを設置



読み込み速度の改善
 画面の読み込み速度を現在よりも改善する
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３．RESASの機能の更なる改善予定

RESASをより便利に利用できるよう、以下のシステム改修を実施予定
※画像はすべてイメージです

地図上の検索機能追加
 RESASの地図画面で、施設や住所を検索出来る機能を追加する。
検索した地点は保存も可能

 例えば、外国人が集まるエリアの地図データ上で、主要施設の位置
も表示することで、より分析しやすく

画面キャプチャ機能追加
 RESASのグラフやマップをより簡単にキャプチャで取得できる機能を
追加する（Google Chromeに対応予定）

 資料作成がよりスムーズに

合算・比較地域の登録機能
 合算・比較に使用する複数の地域をあらかじめ登録でき、後から簡単に登録地域のデータ合算・比較が
できる機能を追加する

 例えば、合算して分析したい周辺の複数自治体のデータの事前登録が可能に

キャプチャボタンを押すことで
キャプチャが取得可能に



４．地方創生☆政策アイデアコンテスト2017

RESASを活用して自らの地域を分析し、
地域を元気にするような政策アイデアを国民から募集

【参考】昨年度コンテストの受賞提案の例：その後の取組

○募集区分：高校生以下・中学生以下の部／大学生以上一般の部
○募集期間：2017年9月1日（金）～ 10月25日（水）
○最終審査会＆表彰式：2017年12月16日（土）

（会場：東京大学 伊藤謝恩ホール）

福岡県糸島市（2016コンテスト：大学生以上一般の部 地方創生大臣賞）
 市職員の岡氏の提案である糸島市産品の販路開拓や広告宣伝、商品開発は、
同市の「糸島市マーケティングモデル推進事業」において一体的に実施中。

 第一弾商品として、「JF糸島ふともずく」を発売（2017年4月）。福岡県内の
企業や高校と連携し、販路開拓や広告宣伝の結果、フード･アクション･ニッポン
アワード2017にて大手企業のトップが選んだ「受賞」10産品に選定される。
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北海道小樽商科大学大津ゼミ（2016コンテスト：大学生以上一般の部 優秀賞）
 分析対象地域である岩内町における地方創生フォーラム（2017年3月）において、

RESASを用いた分析の結果と政策アイデアを披露。
 政策アイデアの１つである「“トッテオキ“のニシン缶」の商品化（店頭販売、ＥＣ）
に向け、現在地元の水産加工事業者・岩内町・岩内観光協会・北海道銀行等と
産学官金で連携。食育団体や、味・栄養品質・パッケージデザイン・製品プロモーション
の専門家とも打ち合わせを進めている。 岩内町内の水産加工事業者加工場の見学

市・高校生・生産者で営業・販売先の検討ワークショップを実施



（参考）地方の経済産業局RESAS担当課
○自治体での活用を促すため、経済産業省等とも連携し、継続的に取り組み。
・地方経済産業局の自治体サポート
平成27年度から、各局にRESAS調査員を配置。講演等に加え、年間約200回の出張研修（出前講座）等に
より自治体のRESAS活用を支援。

・自治体との「政策立案ワークショップ」
有識者を派遣し、データ分析と施策提案を議論。市長・副市長等も参加。地元メディアにも公開。
行政の垣根を越えた複数自治体の合同開催の例も。

○誰でもRESASの操作方法や分析手法を学べるオンライン講座（e-ラーニング）も提供中。

○また、RESASの限定メニュー（自治体職員等に限り、帝国データバンクの企業間取引情報データを閲覧
できる。ただし、外部への公表は不可）は、市町村長等も利用可能。

○各地方経済産業局等RESAS担当部局(相談窓口)
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研修だけではなく、伴走型の継続的な分析・検討サポート

各地方経済産業局等 部署 連絡先
北海道経済産業局 総務企画部 企画調査課 011-709-1775
東北経済産業局 総務企画部 企画室 022-221-4861
関東経済産業局 総務企画部 企画課 048-600-0232
中部経済産業局 総務企画部 企画課 052-951-2694
近畿経済産業局 地域経済部 地域開発室 06-6966-6012
中国経済産業局 総務企画部 企画調査課 082-224-5626
四国経済産業局 総務企画部 地方創生支援室 087-811-8507
九州経済産業局 地域経済部 地域経済課 092-482-5574
内閣府沖縄総合事務局 経済産業部 企画振興課 098-866-1727
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